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京都府立植物園

Kyoto Botanical Gardens

水車は、水の力を利用して水車を回し、その回転力を利用して、もの作り

など様々な役割を担い、世界各地で広く永く利用されてきた文明の道具です。

近年では、化石燃料などを動力源とした利便性の高い道具に置き換わり、

使われている姿はほとんど見かけられなくなりました。

最近では、自然や環境に優しい、水車を活用した小水力発電などの関心も

高まっています。





Kyoto Botanical Gardens

なからぎの森の水車は、再開園後旧夜久野町から寄贈されたのが初代の水車

です。

水車は屋外にあるので日照りや風雨にさらされ、水輪も次第に傷んでいき、

近年壊れてしまい、その復元が切望されていたのですが、京都市在住の篤志家

の支援により、平成２０年に改修することができました。

改修はできるだけ従来の形などを保つため、水輪の直径は約2.8メートルで、

上掛式です。

小屋には、2斗(米2斗は36㍑・約30kg)入る搗臼があります。
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